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 論文内容の要旨 

 

YouTube視聴データを用いた視聴者の選好分析と活用に

関する研究（A Study on the Analysis and Utilization of 

Viewer Selection Using YouTube Viewing Data） 

 

第 1 章「序論」では、本論文の研究背景および目的を

論じた。近年、インターネット技術の進歩に伴い、若年

層を中心とした視聴スタイルが従来のテレビからインタ

ーネットへと大きくシフトしており、メディア業界全体

に大きな影響を与えている。また、「YouTuber」が若者の

人気職業として注目を集めるなど、個人の新たな経済活

動の形態としても確立されつつある。先行研究から 3 つ

の課題を抽出した。第一に、多くの研究が限られたデー

タや特定のジャンルのみを分析対象としており、データ

量・データ種類の不足による分析結果の偏りが懸念され

ること、第二に、文化的要因による影響の可能性が示唆

されているにもかかわらず、言語圏や地域ごとの違いに

ついての検証が十分になされていないこと、第三に、コ

ンテンツと視聴者満足の関係性や、企業・個人による具

体的な活用方法についての分析が不足していることであ

る。これらの課題を踏まえ、本論文では YouTube の視聴

データを詳細に分析し、視聴者の選好を明らかにするこ

とで、企業、組織、個人による効果的な活用方法を提案

することを本論文の研究目的とした。 

第 2 章「YouTube プラットフォームの構造的特性」では、

YouTube プラットフォームの構造的特性ついて整理し、プ

ラットフォームとしての特徴や収益構造、コンテンツ配

信の仕組みについて整理を行った。YouTube が視聴者とク

リエイターをつなぐエコシステムを形成し、参加者が増

えることでさらなる成長を促進する仕組みを持っている

こと、プラットフォーム上での収益構造として、広告収

入、メンバーシップ収入、スーパーチャット収入などが

存在し、視聴者、クリエイター、広告主の三者の関係性

が作用していることを論じた。また、再生回数や収益が

重要な KPI となっており、これらの指標がビジネスの成

長を測る重要な要素となっていることを論じた。 

第 3 章「視聴データの収集・分析方法の検討」では、

前章の結果から、動画の再生回数は重要な指標となって

いることを受けて、再生回数を中心としたデータを分析

のための視聴データの収集・分析方法について体系的な

検討を行った。データの取得方法の違いやデータの特性

から、構造化データ（再生回数、高評価数など）と非構

造化データ（タイトル、コメントなど）に大別し、実際
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の YouTube 視聴データの収集および予備実験を行い、研

究方法の適切性や実施可能性を検討した。 

第 4 章「日本語圏における YouTube 視聴データを用い

た視聴者の選好分析」では、仮説に基づき、日本語圏の

上位 10 チャンネル、各チャンネルの再生回数上位 10 本

の動画を対象とした分析を行い。再生時間や再生回数と

高評価数、再生回数とコメント数の関係性を分析した。

日本語圏における人気動画の特徴として、再生時間は平

均 11.6 分であり、視聴者のニーズに合わせた適切な再生

時間のコンテンツ制作が重要であることが示された。 

 第 5 章「中国語圏における YouTube 視聴データを用い

た視聴者の選好分析」では、中国語圏の視聴データ分析

から、再生回数と高評価数の間に強い正の相関が存在す

ることを明らかにした。また、再生回数とコメント数の

間にも正の相関が見られ、中国語圏の視聴者が、コンテ

ンツに対して積極的にコメントする傾向を示した。平均

再生時間は 9.6 分であり、比較的短い動画が好まれる傾

向にある。特徴的な点として、ノンバーバルコンテンツ

が多く見られ、これは言語の壁を超えて国際的な視聴者

を獲得するための戦略として機能していることが考えら

れる。 

第 6 章「英語圏における YouTube 視聴データを用いた

視聴者の選好分析」では、英語圏における分析から、再

生回数と高評価数の間に正の相関が存在することが明ら

かになった。平均再生時間は 8.4 分と 3 つの言語圏の中

で最も短く、特に子供向けコンテンツにおいて短時間の

動画が主流となっている。また、ジャンル分析から、教

育コンテンツや子供向けコンテンツの割合が高いことが

特徴として挙げられてた。言語に依存しない視覚的表現

が重視され、特に子供向けコンテンツではノンバーバル

表現が戦略的に多用されていることが考えられる。投稿

のタイミングについては、週末（金曜日・土曜日）の投

稿が多い傾向が見られ、視聴者の生活パターンに合わせ

た投稿戦略が取られていることが考えられる。  

第 7 章「3 つの言語圏における YouTube 視聴データを用

いた視聴者の選好分析」では、先述した 3 つの言語圏に

おける視聴者の選好の差異について詳細な分析を行い、

各言語圏における視聴者の選好の特徴と違い、そして文

化的・社会的背景との関連性について考察を深めた。ま

ず、再生回数と高評価数の相関分析では、英語圏と中国

語圏で強い正の相関が見られる一方、日本語圏では弱い

相関に留まっていることが示されている。コメント数と

再生回数の関係においては、中国語圏が最も高い相関を

示し、視聴者の積極的なコミュニケーション傾向が特徴

として浮かび上がっている。再生時間の分析からは、日

本語圏（平均 11.6 分）、中国語圏（平均 9.6 分）、英語圏

（平均 8.4 分）と、言語圏によって適切とされる動画の

長さが異なることが示された。この違いは、各言語圏に

おける視聴習慣や文化的背景の違いが反映されていると

考える。コンテンツの特徴分析では、中国語圏でノンバ

ーバルコンテンツが多く見られ、これは言語の壁を超え

た国際的な視聴者獲得の戦略として機能していることが

考えられる。英語圏では子供向けコンテンツや教育コン

テンツの割合が高く、特に視覚的要素を重視した構成が

特徴となっている。日本語圏では、エンターテインメン

ト性の高いコンテンツが中心となっている。タグ分析か

らは、各言語圏で人気のあるキーワードやジャンルの違

いが明らかになっている。日本語圏では「funny video」

や「TikTok」関連、中国語圏では「グルメ」や「文化」

関連、英語圏では「Kid」や「Song」関連のタグが上位を

占めており、それぞれの言語圏における視聴者の興味関

心の違いが示されている。以上から、効果的なコンテン

ツ戦略が言語圏によって異なることを示唆している。動

画配信サービスの展開においては、言語圏ごとの文化的

背景や視聴者の選好を十分に理解し、それに応じたコン

テンツ制作や配信戦略を採用することの重要性を論じた。 
第 8 章では、本研究で得られた知見を総括するととも

に、コンテンツ制作者やプラットフォーム運営者に向け

た実務的な活用提案を行い、今後の研究課題について展

望した。日本語圏では視聴者の参加を促す工夫、中国語

圏では短尺コンテンツの重要性、英語圏では子供向けコ

ンテンツの戦略的活用などを提言した。今後の課題とし

て、データの種類の拡充や、中国国内の動画プラットフ

ォームとの比較研究の必要性などを論じた。 

働き方が多様化する現代社会において、自ら所有でき

るメディアを活用することで、本研究の成果が企業・組

織・個人による新たな価値の創造に寄与することを期待

している。 

 

 



 
 
論文審査の結果の要旨 

 

第 1 章「序論」では、本論文の研究背景および目的を

論じた。近年、インターネット技術の進歩に伴い、若年

層を中心とした視聴スタイルが従来のテレビからインタ

ーネットへと大きくシフトしており、メディア業界全体

に大きな影響を与えている。また、「YouTuber」が若者の

人気職業として注目を集めるなど、個人の新たな経済活

動の形態としても確立されつつある。先行研究から 3 つ

の課題を抽出した。第一に、多くの研究が限られたデー

タや特定のジャンルのみを分析対象としており、データ

量・データ種類の不足による分析結果の偏りが懸念され

ること、第二に、文化的要因による影響の可能性が示唆

されているにもかかわらず、言語圏や地域ごとの違いに

ついての検証が十分になされていないこと、第三に、コ

ンテンツと視聴者満足の関係性や、企業・個人による具

体的な活用方法についての分析が不足していることであ

る。これらの課題を踏まえ、本論文では YouTube の視聴

データを詳細に分析し、視聴者の選好を明らかにするこ

とで、企業、組織、個人による効果的な活用方法を提案

することを本論文の研究目的とした。 

第 2 章「YouTube プラットフォームの構造的特性」では、

YouTube プラットフォームの構造的特性ついて整理し、プ

ラットフォームとしての特徴や収益構造、コンテンツ配

信の仕組みについて整理を行った。YouTube が視聴者とク

リエイターをつなぐエコシステムを形成し、参加者が増

えることでさらなる成長を促進する仕組みを持っている

こと、プラットフォーム上での収益構造として、広告収

入、メンバーシップ収入、スーパーチャット収入などが

存在し、視聴者、クリエイター、広告主の三者の関係性

が作用していることを論じた。また、再生回数や収益が

重要な KPI となっており、これらの指標がビジネスの成

長を測る重要な要素となっていることを論じた。 

第 3 章「視聴データの収集・分析方法の検討」では、

前章の結果から、動画の再生回数は重要な指標となって

いることを受けて、再生回数を中心としたデータを分析

のための視聴データの収集・分析方法について体系的な

検討を行った。データの取得方法の違いやデータの特性

から、構造化データ（再生回数、高評価数など）と非構

造化データ（タイトル、コメントなど）に大別し、実際

の YouTube 視聴データの収集および予備実験を行い、研

究方法の適切性や実施可能性を検討した。 
第 4 章「日本語圏における YouTube 視聴データを用い

た視聴者の選好分析」では、仮説に基づき、日本語圏の

上位 10 チャンネル、各チャンネルの再生回数上位 10 本

の動画を対象とした分析を行い。再生時間や再生回数と

高評価数、再生回数とコメント数の関係性を分析した。

日本語圏における人気動画の特徴として、再生時間は平

均 11.6 分であり、視聴者のニーズに合わせた適切な再生

時間のコンテンツ制作が重要であることが示された。 

第 5 章「中国語圏における YouTube 視聴データを用い

た視聴者の選好分析」では、中国語圏の視聴データ分析

から、再生回数と高評価数の間に強い正の相関が存在す

ることを明らかにした。また、再生回数とコメント数の

間にも正の相関が見られ、中国語圏の視聴者が、コンテ

ンツに対して積極的にコメントする傾向を示した。平均

再生時間は 9.6 分であり、比較的短い動画が好まれる傾

向にある。特徴的な点として、ノンバーバルコンテンツ

が多く見られ、これは言語の壁を超えて国際的な視聴者

を獲得するための戦略として機能していることが考えら

れる。 

第 6 章「英語圏における YouTube 視聴データを用いた

視聴者の選好分析」では、英語圏における分析から、再

生回数と高評価数の間に正の相関が存在することが明ら

かになった。平均再生時間は 8.4 分と 3 つの言語圏の中

で最も短く、特に子供向けコンテンツにおいて短時間の

動画が主流となっている。また、ジャンル分析から、教

育コンテンツや子供向けコンテンツの割合が高いことが

特徴として挙げられた。言語に依存しない視覚的表現が

重視され、特に子供向けコンテンツではノンバーバル表

現が戦略的に多用されていることが考えられる。投稿の

タイミングについては、週末（金曜日・土曜日）の投稿

が多い傾向が見られ、視聴者の生活パターンに合わせた

投稿戦略が取られていることが考えられる。 

第 7 章「3 つの言語圏における YouTube 視聴データを用

いた視聴者の選好分析」では、先述した 3 つの言語圏に

おける視聴者の選好の差異について詳細な分析を行い、

各言語圏における視聴者の選好の特徴と違い、そして文

化的・社会的背景との関連性について考察を深めた。ま

ず、再生回数と高評価数の相関分析では、英語圏と中国



 
 
語圏で強い正の相関が見られる一方、日本語圏では弱い

相関に留まっていることが示されている。コメント数と

再生回数の関係においては、中国語圏が最も高い相関を

示し、視聴者の積極的なコミュニケーション傾向が特徴

として浮かび上がっている。再生時間の分析からは、日

本語圏（平均 11.6 分）、中国語圏（平均 9.6 分）、英語圏

（平均 8.4 分）と、言語圏によって適切とされる動画の

長さが異なることが示された。この違いは、各言語圏に

おける視聴習慣や文化的背景の違いが反映されていると

考える。コンテンツの特徴分析では、中国語圏でノンバ

ーバルコンテンツが多く見られ、これは言語の壁を超え

た国際的な視聴者獲得の戦略として機能していることが

考えられる。英語圏では子供向けコンテンツや教育コン

テンツの割合が高く、特に視覚的要素を重視した構成が

特徴となっている。日本語圏では、エンターテインメン

ト性の高いコンテンツが中心となっている。タグ分析か

らは、各言語圏で人気のあるキーワードやジャンルの違

いが明らかになっている。日本語圏では「funny video」

や「TikTok」関連、中国語圏では「グルメ」や「文化」

関連、英語圏では「Kid」や「Song」関連のタグが上位を

占めており、それぞれの言語圏における視聴者の興味関

心の違いが示されている。以上から、効果的なコンテン

ツ戦略が言語圏によって異なることを示唆している。動

画配信サービスの展開においては、言語圏ごとの文化的

背景や視聴者の選好を十分に理解し、それに応じたコン

テンツ制作や配信戦略を採用することの重要性を論じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8 章では、本研究で得られた知見を総括するととも

に、コンテンツ制作者やプラットフォーム運営者に向け

た実務的な活用提案を行い、今後の研究課題について展

望した。日本語圏では視聴者の参加を促す工夫、中国語

圏では短尺コンテンツの重要性、英語圏では子供向けコ

ンテンツの戦略的活用などを提言した。今後の課題とし

て、データの種類の拡充や、中国国内の動画プラットフ

ォームとの比較研究の必要性などを論じた。 

働き方が多様化する現代社会において、自ら所有でき

るメディアを活用することで、本研究の成果が企業・組

織・個人による新たな価値の創造に寄与することを期待

している。 

 

 以上のことから、提出された博士論文は評価に耐えう

るものであり、博士の称号を授与するのに適格と判断す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


